
【基本情報】

【ウェルネス経営（健康経営）戦略マップ】

従業員等の男⼥⽐率 男性：10％、⼥性90％

従業員等の平均年齢 38歳

拠点 本社：東京都、拠点：名古屋市

健康投資
健康関連の最終的な⽬標指標（2028年）

従業員等の意識変容・⾏動変容
に関する指標

健康投資施策の取組状況に関
する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい経営課

題

ワークライフバランス

健康診断

様々な効果に関連する健康投資

残業時間の削減

制度利⽤率

制度利⽤率

ストレスチェック
/SPQ/MIRROR受検

率

研修参加率

保健師による健康⾯談の実施

ストレスやメンタルヘルスの情報提供

体操の実施

健康に関する情報共有

在宅勤務/有給休暇の取得促進

セルフケア・ラインケア研修の実施

インフルエンザ予防接種費⽤補助

従業員の健康だけではない
ウェルネスの実現

「健康＋幸福＋⾃⼰実現を叶える」

従業員⼀⼈あたりの労働⽣産性の向上

企業価値

「ウェルネス」の推進

社会的価値

⽣産性向上による
事業成⻑

健康診断有所⾒の低減
⽬標︓40％以下

アブセンティーズムの低減
⽬標︓私傷病休職者0名

プレゼンティーイズムによる⽣産性損
失割合の低減
⽬標︓15％以下

⾼ストレス者率の低減
⽬標︓10％以下

喫煙
喫煙率の低下

⾷事
朝⾷⽋⾷率の低減

運動
運動習慣のある従業員

の割合の向上

睡眠
睡眠で充分な休養が取
れている従業員の割合

の向上

「ウェルネス」とは、病気ではない状態であるヘルス（健康）を基盤
として、その基盤を基に豊かな⼈⽣、輝く⼈⽣を実現すること。

付加健診・婦⼈科健診費⽤補助

ストレスチェック/MIRROR/SPQの実
施集団分析結果を基に職場環境

改善の実施

社内外相談窓⼝の設置

制度構築、周知、研修
両⽴⽀援

（育児・介護・治療）

健康教育

⻑時間労働対策

ストレスチェック

メンタルヘルスケア

感染症対策

運動・⾷事・睡眠・喫煙・⼥性の健
康等をテーマにした研修の開催

事前申請/アラート通知等
衛⽣委員会

有給休暇取得率

健康教育参加率

健康診断受診率
特定保健指導実施率

「健康経営」を単なる従業員の健康維持にとどめず、
ウェルネス（健康＋幸福＋⾃⼰実現）を叶える環境づくりを⽬指しています。

従業員⼀⼈ひとりが⼼⾝ともに充実し、最⼤限の⼒を発揮できる状態をつくることで、
⽣産性向上と事業成⻑を推進するための重要な取り組みです。

推進⽅針

健康経営の浸透状況

上司/同僚からのサポートの得点から算出

⽅針実現のための体制・環境

責任者︓代表取締役 組織︓衛⽣委員会
衛⽣管理者・産業カウンセラー1名

EAPコンサルタント1名、外部保健師1名

サポート、組織的⽀援（POS）、WSC等

衛⽣委員会、相談窓⼝

健康⾵⼟の醸成

・LDLコレステロール120以上の⽅が多く、脂質異常症のリスクが⾼い
・⾼ストレス者の割合が⾼い
・プレゼンティーイズムによる⽣産性損失割合が⾼い

従業員の健康課題

労働災害発⽣件数


